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いうことが明らかになった（Leafman, Mathieson, Ewing 2013: 74）。そして、学習者が忙
しいにも関わらず LMSだけでなく SNSをより積極的に使用する理由として、SNSは LMS
と比べてより社会的存在感を感じやすいからではないかと述べている。ここで挙げられてい





















Lowenthal 2009, Richards, Rasli, Ahmad & Churchill, 2006）。つまり、学習のためにオン
ライン上に作られた交流スペースは、使用者である学習者が「学習の場（フォーマルでモニ
141
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3.　調査概要
3.1.　対象者
本調査は武蔵野大学の BASIS日本語科目「日本語 5A（会話）」を 2013年の 4月から 8月
の間に履修した主に 2年生を対象に行った。日本語 5Aは留学生対象の口頭表現授業であ
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アンケート作成にあたり、「他人の動画（成果物）へアクセスする（質問 b.1）」と「自身
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